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「画像センシング展 2026」出展のご報告 

 

当社は、2026年 6月 10日（水）から 6月 12日（金）までパシフィコ横浜で開催された「画像セン

シング展 2026」に出展し、電気信号によって焦点距離や倍率を高速かつ自在に制御できる液体レンズ

「RYUGU（リュウグウ）」を展示いたしました。 

 

近年、製造業における自動化や AIを活用した画像認識技術の普及に伴い、高速かつ高精度な画像取

得へのニーズが高まっています。一方、従来のガラスレンズやプラスチックレンズは固形物で構成さ

れているため、使用中に焦点距離や倍率を自由に変更することは困難でした。 

当社の液体レンズ「RYUGU」は、液体と電気信号を活用した独自技術により、レンズ特性をリアルタ

イムで変化させることが可能です。応答速度は 15ms（ミリ秒）と非常に高速であり、工場の外観検査

装置や産業用カメラ、各種画像センシング機器への応用が期待されています。 

 

〈出展概要〉 

■展示会名：画像センシング展 2026 

■会期：2026年 6月 10日（水）～  6月 12日（金） 

■会場：パシフィコ横浜 展示ホール D 

■ブース番号：10 

■出展製品：液体レンズ「RYUGU」 

 

〈液体レンズ「RYUGU」の特長〉 

１.電気信号による可変焦点・可変倍率 

従来の固定レンズとは異なり、外部から電気信号を与えることで焦点距離や倍率を任意に調整で

きます。 

２.15msの高速応答 

液体の形状変化を利用することで、約 15msという高速なフォーカス制御を実現。高速搬送ライ

ンなどの用途にも対応可能です。 

３.機械的駆動部を必要としない設計 

レンズ内部の液体を制御するため、一般的なモーター駆動機構に比べてコンパクト化や省スペー

ス化が期待できます。 

４.幅広い産業用途への展開 

•外観検査装置 

•産業用カメラ 

•画像センシング機器 

•AI 画像認識システム 

•自動化設備（FA） 

など、多様な分野での活用を提案しています。 

  



 

〈開発背景〉 

製造現場では、製品品質の向上や人手不足への対応を目的として、自動検査システムの導入が進ん

でいます。こうした環境下では、対象物の位置やサイズが変化しても瞬時に焦点を合わせられる光学

技術への需要が高まっています。当社は、長年培ってきた検査技術・画像処理技術を活かし、次世代

の画像センシングソリューションとして液体レンズ技術の開発・展開を進めています。 

 

〈展示会デモの様子〉 

３日間の来場者数は 9,316名となり、当社ブースには、大手メーカー、商社、大学・医療関連の方

等、256名の方にお立ち寄りいただきました。今回の画像センシング展では特にデモ環境を充実さ

せ、そのメリットを十分にご覧いただけました。ご来場いただきましたお客様には心からお礼申し上

げます。 
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